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はじめに
筆者 は ､ イ ギ リ ス の 技術者の 専 門職団体中最も





わ ち 土木技術者だ け で なく ､ あ ら ゆ る分野の 著名
な 民間技術 者 (civile ngine er)を 結集 し ､ 諸種
の 技術者の 専門職団体 の 中で い わ ば親 団体と して
の 位置 を 占め て い た ｢民間 (土木) 技術者協会｣
(the In stitution of Civ l Engine ers)(Ⅰ. C. E.)を
取り上 げ､ そ の 資格要件 の 変遷 を視野 に入れ て ､
会員 (Me mber)､ 準 会員 (Ass o ciate Me mbe r)､ 学
生会 貝 (Student) の 教育 ･ 訓練歴 の 変 動の 分析
に 取 り組ん で い る l) ｡ 本稿 は そ の 第 4稿で あ る ｡
本稿が 対象 とす る の は ､ 民間 (土 木) 技術者協
会 の 会員資格要件の 変遷
2) の 指標 で V) う と ､ 1910
年 の 附則改訂 に よ る ､ 準会員試験 (科学 的知識 の
試験) の 代替措置 と し て の 論文提出の 廃 止と実地
訓練要件 の 整備 が 定着 した 段階 の1913-14年度 で
あ る o こ れ ま で ､ 18 85-86年度 ､ 1 895-96年度 ,
1905-06年度 と10年刻み で 検討 して き て い る の で ､
本来な ら ば1915-16年度を 対象 に し た v) と こ ろだ
が ､ 第1次世界大戦 と重 な る の で 時期 を前倒 し に
した ｡
1913-1 4年度の 時点 で の 資格要件 は ､ 次 の 通り
で あ る ｡
1) 会員
33歳以上で ､ ①準会員 も しく は準会員に必要 と
さ れ る条件 を満 た し ､ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 工 事
(仕 事) の 設計 ま た は施 工 (製造) 部門 で 責任 あ
る地位に 5年以上就 い て お り ､ 現在も そ の 職に あ
る者 ､ ②Civil Engine e rに ふ さ わ し い 教育 ･ 訓練
を受 け ､ ①と同様 の 責任 あ る地位 に15年以上就 い
て おり､ 現在も そ の 職 にあ る者で ､ Civil Engine e r
の 専 門職 で か な り の 程度名声 を得て い る者 の い ず
れ か ｡
2) 準会員
25歳 以 上 で ､ ｢Civi lEngin ee rと し て の 正規 の
教育 3) ｣ を受 け ､ 学 生 会貞試執 (一 般教育) と準
会員試験 (科学的知識) も しく は それ ら の代 替試
験 に 合格 し ､ 選出時に ｢勅許状 の 定義す るCivil
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Engin e erの 専 門職
4)
｣ に お い て 設 計 ま た は建 設
(建造) 部門 に 従事 して い る者 で ､ 以下 の 4 つ の
条件の い ずれ か を満 たす 者 ｡
A
.
Civil Engine erの 見 習い 生 (pupil) ま た は
徒弟(appr e ntic e)と し て の 契約 に基 づ い て ､ 3 年
以上の 正規の 訓練を受 けた者で ､ さ ら に 2年間の
実地 経験 が あ
】
る か ､ あ る い は 1年間 の 実地経験 と
理事会 の 認定す る工 学カ レ ッ ジ で の 2年間の 専 門
教育歴 が あ る者 ｡
B
. 理事令の 認定す る 工学 カ レ ッ ジ の 準会員試
験免除学位 コ ー ス で 学位を取得 し た者 で ､ か つ
Civil Engine e rの 下 で ､ 年季契約 に基 づ く 見習 い
生､ また は契約に基づく徒弟または助手 (as sista nt)
と し て 2年以上 の 訓練を受 け た者 ｡
C
. 理事会の 認定する工 学カ レ ッ ジ の 準会員試
験免除学位 コ ー ス で 3年以上学習 し ､ か つ 本協会
会員 ･ 準会員の 助 手と し て 4 年以上の 実地経験 を
積ん だ者 ｡
D
, 本協会 の 会員 ･ 準会員の 助手と し て ､ 理 事
会が 満足 で き る 7年以上 の 実地経験 を横 ん だ者 ｡
A ､ B ､ C ､ D の い ずれ の 場合 も ､ 実地訓練 と
実地経験 を通 じ て ､ 各1年以上の 事務所 と現場の
経験 を積 ん で い る こ とが 必要 で あ る ｡
理事会 の 認定す る準会員試験 免除学位 コ ー ス の
あ る 工学 カ レ ッ ジ の 教員は ､ 設計部門 に 雇用さ れ
て い る と み な され る ｡ 現職教員 の 場合 は ､ 必要と
さ れ る実地訓練 ､ 実地経験 の 期 間に 加 え て ､ 4 年
以上 の 実地経験 を必要 とす る ｡
3) 学生会貝
18- 25歳 で ､ 現在 (ま たは過去に お い て) 会員 ･
準会員 の 見習i)生 で ある (あ っ た) 者 で , 学 生会
員試 験 (一 般教 育) ま た は代替 試験 に 合格 し ､
｢Civil Engine e rの 専 門職 ｣ に 従 事 す る 意 思 の あ
る者 ｡ (191 0年4月27日改訂附則 5 ))
理 事会規則(Orde rs of Cou n cil)は､ 次 の よ う な
さ ら に 詳細な運用規定 を設 けて い た ｡
[学生会貝 の 推薦に つ い て]
①契約期間が 3年 以fの 見習 い 生 ま た は 徒弟 の
場合 は ､ 実地訓練 が開始 され た 時点以降､ ②認定
され た 工学 カ レ ッ ジ の 2年以 上 の コ ー ス の 学生 の
場合 は ､ 3年 以上 の 見習 い 生 また は徒弟 と し て の
訓練 を終 了 して い るか ､ あ る い は 予 約契約 で き て
い る こ と を条件 と し て ､ コ.
- ス が 開始さ れ た時点
以降 ､ ③3年以上の 準会員試験免除学位 コ ー ス で
学位を す で に 取得ま た は取得 を め ざす場合 ､ そ し
て 合 わせ て ､ 2年以上の 見習 い 生か徒弟､ あ る い
は 助手と し て の 実地訓練を終了ま た は予約契約で
き て い る場合 ､ コ ー ス ま た は実地訓練の 開始さ れ
た 時点以降 ､ そ れ ぞれ 推薦で き る ｡ (1 910年 4月
27日改訂理 事会規則)
本稿 で 分析す る1913-14年度の 会員 の 教育 ･ 訓
練歴 に つ い て は ､ こ れ ま で と同様､ ロ ン ド ン の 民
間 (土木) 技術 者協 会の 資料室 (Archiv es) に 保
存 され て い る新規 (昇格) 会員 の 資格審査資料 を
用 い た ｡ 1年分が A 4版で10c Ⅲほ どの 厚 さ の あ る
膨大な 資料で あ る ｡
I. デ ー タ ベ ー ス作成方法と資料の概要
まず､ 民間 (土木) 技術者協会の 会報 (Min ute s
of Pro ce edings of the Institut io n of Civi l
Engine e rs) に掲載 さ れ て い る会 員等の 選 出者 リ
ス ト で 氏名と選出年月日を拾い ､ 個人別 デ ー タ ベ ー
ス ･ カ ー ド を作成 した ｡ 次 に ､ 事務局長 か ら理事
宛に 出され て い る会 員選出審査の た め の 経歴付き
候補 者リス ト の1913-14年度合本を使 っ て ､ 先 に
作成 し た個人別デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ド に デ ー タ を
記入 し て い っ た ｡ 記 入 した の は ､ 会員種別 ､ 生年
月 日､ 選出年齢､ 一 般教育 (学校 名､ 入 学 ･ 離学
年齢 ､ 在学期間 ､ 在学 時期)､ 学生 会員 の 一 般教
育認定資格 ､ 準会員 の 資格要件 タイ プ､ 専門教 育
(有無 ､ 学位 ､ 学校名 ､ 入 ･ 離学年齢､ 在学期間 ､
在学時期)､ 準会員試験 (合格 ､ 免除資格)､ 実地
訓練 (訓練分野 ､ 開始 ･ 修了年齢､ 訓練期間 ､ 訓
練時期)､ 主要活動分野 ､ 海外職歴 , 養成 タイ プ ､
そ の 他 で ある ｡
会 員選 出 (ME)､ 準会員選 出 (AM) の 場合 は ､
ほ とん どす べ て に つ い て の 情報が 記載 され て い た
が ､ 会員昇格 (MT) の 場合 は ､ 一 般教育 に つ い て
の 情報 が 欠落 して い る ケ ー ス が あ っ た ｡ 学 生 会貝
(ST) に つ い て は ､ 生 年月 日 ､ 選 出年齢 ､ 推薦人
氏名 (専門教育機関の 教員 で あ る こ と が わ か っ て
い る 場合 は ､ 推薦人 か ら学校名 を割･り 出す こ とが
で きた)､ 推薦 人 と学 生 会員の 関係 (見習 い 生 ､
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助手 ､ 学生)､ 一 般教育認定資格が 記載さ れ ､ 多
くの 場合､ 専門教育､ 実地訓練 (予約契約も含め)
に つ い て の 情報も記載されて い たが ､ 一 般教育に
つ い て の 情報は皆無 で あ っ た ｡
会報 に よ る と ､ 1913-14年度の 選 出者 は ､ 名誉
会員選 出 1 人 ､ 会員昇 格 (MT) 8 7人 ､ 会員選 出
(ME) 26人 ､ 準会 員選 出 (AM) 277人 ､ 学生会貝選
出 (ST) 301人 ､ 会友選出 (AS) 2人 ､ 計694人で
あ っ た ｡ 会員選出審査の た め の 経歴付き候補者リ
ス トで デ ー タ を記入 し た と こ ろ ､ 会員昇格4 人 ､
準会員選 出3人 ､ 学生会員選出4 人の 審査資料が
欠落して い た ｡ こ れ ら は前年度末に 審査済の 者と
思わ れ る ｡ 資料の あ っ た6 83人 の 内 ､ 名誉会員 1
人 ､ 会友 2 人 ､ 外国人 と ､ 専 ら オ
ー ス ト ラ リ ア ､
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド､ カ ナ ダ, イ ン ド等の 自治領 ･
植民地で 教育 ･
-sJ[r練を受 けた者37人 ､ 1899年に準
会員に選出 され て い た が ､ そ の 後会費未納 で 除籍
され ､ 今 回再選出さ れ た者1人 ､.実
地訓練等 に つ
い て の 審査 は 以前 に 完了 して い て ､ 1913-14年度
に試験に合格し て準会員に 選 出され た者 (合格の
事実 の み で他 の 情報な し)51人 ､ 計92人は分析対
象か ら外 した ｡
分析対象と した 591人の ､ 会員種別 ､ 生年別デ
ー
タ は表1 に 示す 通りで あ る ｡ こ の 内､ 会員 ､ 準会
員 308人の 主要活動分 野を み る と ､ 土木 系が226
人 (73. 4 %) (内､ 土木124人 ､ 都市土木37人 ､ 鉄
道28人､ 水道等15人 ､ ガ ス 11人 ､ 鉄骨構造物11人)､
機械系が37人 (1 2. 0 %) (内､ 機械20人 ､ 船舶 6
人 ､ 鉄道 5人 ､ プラ ン ト4 人､ 水道 2人)､ 電気
系26人(8. 4 %), 鉱 山 ･ 冶金1 2人(3･ 9 %), 教員
･
研 究職 7人(2. 3 %)で あ っ た ｡
表1 1913･1 4年度選出会見種別 ･ 生年別人数
-q=年 ( 年t 給ー MT M E A M ST ■同
1846-4 9(64-6 7歳) 1 1 2
1850_5 4(59-64歳) 2 2
1855_ 9(54-59 歳ー 8 1 9
1860_64(49_5 4歳) lO 3 □ 14
1865-69(44-49歳) 17 7 24
1870_7 4(39-44歳ー 20 4 2 ～ 2 6
187 5-7 9(34-39& ) 13 3 7 23
1880-84(29-34& ) 4 22 26
185ー89(24-2 9歳) l82 21 203
1890-94(19-2 4歳) 232 232
1895_96(18_1 9& T 30 30
合 計 7 5 l ー9 214 2A 3 5 91
ll. 分析結果
(り資格要件タイプ (準会員)
1910年の 附則改訂 で 新 た に 導入さ れ た準会員 の
4 つ の 資格要件 タイ プ別人数を表2 に示すo
J
A型
の ､ 実地訓練 (3年) + 実地経験 (2年) .の 計 5
年 , ま た は実地訓練 (3年) + 実地 経験 (1年)
+専門教育 (2年) の 計 6年が47. 7 % で
一 番多く ､
B型 の ､ 学位 コ ー ス で 学位取得 (約3年) + 実地
訓練 (2年) の 計約5年程度が26･ 6 %､ C型 の ､
学位 コ ー ス (3年) + 実地経験 (4 年) の 計7年
が2 0. 1 %､ D型 の.､ 実地 経験 (7年) の み が5･ 6
% の 順 で あ っ た ｡ 4 つ の タ イ プで は ､ 3年の 正規
の 実地訓練を基本とす る A型が
一 番多い が ､ 3年
の 学位 コ ー ス で の 専門教育を基本と する B型 と C
型 の 合計が46. 7 %で ほぼA型 に 匹敵し て い る ｡
A型 + B型の 159人と ､ C型 ､ D型 の 実地経験
歴 の 一 部と し て 実地訓練を受け て い る20人の ､ 合 ｢
計1 79人 の 実地訓練の 内訳 は , 見習 い 生が46･ 4 %
(83人)､ 徒弟が39. 7 % (71人)､ 助手が14･ 5 % (26
人)､ 学位取得者を受 け入れ る学生徒弟 (adva n ced
wo rksh6p stude nt) がl･ 7 % (3人) で あ っ た
6'
o
表 2 生年別資格要件タイ プ別人歎 (準会員)
生 年 A 型 B 型 C 型 D型 計
1860-64 1 1
1870-7 4 2 2
1875-79 2 3 1 日 7
18$0-84 9 3 ･ 7 3 22
1885-8 9 89 50 35 8 182
合 計 - 102 5 7 EE] 12 214
47_7 % 26_ % 20_1% 5_6 %
註 A型 :実 地訓練 (3年) + 実地経験 (2年)､ また は
実地訓練 (3年) + 実地経験 (1年)
+ カ レ ッ ジ (2年)
B型 : 学位取得 (約 3年) + 実地訓練 (2年)
c型 : カ レ ッ ジ学位 コ ー ス (3年) + 実地経験 (4年)
D型 : 実地経験 (7年)
(2) 養成タイプ
教育 ･ 訓練歴か ら ､ 養成タイ プを類型化 して み
た ｡ 一 般教育機関(個人指導を含む) を･S で表し ､
見習 v) 生修 業な ど の 実地 訓練 (徒 弟訓練や 助手 と
し て の 訓練を含 む)を P ､ 助手 と し て の 実地経験
を A , 専門教育を C ､ 一 般教養教育 と し て の 大学
教育をOで 表した . ま た ､ 夜間定時制 の 専門教 育
を/C , サ ン ドイ ッ チ 方式の
､
も の を C - P で 表し
た .
_
こ れ ら を組 み合わ せて 表現 した養成 タイ プの
基本類型 は次の よ う に 示す こ とが で き る ｡
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蓑3 養成タイ プ別人数 (会員･･ 準会員)
事
s p型 S~U P型 S P/ C型 SPC型 S C P型 S C= P 刑 SC A刑 S A 刑 計
内
釈
SP型 93 SU P型2 SP/C 型 7 SPC 型 3 l
SPCP型 8
S P C A型 3
S P A C型 4
SP CAC型′1
S P ACP型 1
S PCP C型 1
S PC=P型 1
S CP型 92
S CP A型 7
SCPC型 2















3 0.2% 0.6% 2.3% 11 6.2 % 33.4% 32% . _ P
. P
表4 生年別養成タイ プ別人数 (会員 ･ 準会員)
生年 {年齢)r
'
SP型 SUP型 SP/C型 SP C型 S CP型 SC; P 刑 SC A刑 S A刑 計
1846-4 9(64-67歳) 2
∃三 二∃三 二ゴミ E)
2
1 85 0-54(59-6 4&) 1 1 ′2















































p1 880-84(29-34&) 6 3 7 1
. ∂
7 . 2 26
23.1% 11 5% 2 69 % 3 8% 269% 77%










26.4% 0.5% 1.6% l 1 7 0% 35 7% 4 9%






















. _ β _ P
1) 実地訓練の み (専門教育 な し)
a) SP型 (一 般教 育+ 実地訓練)
b) S口P型
(一 般教育 +大 学教養教育 + 実地訓練)
2) 実地訓練+専門教育
a) SPC型 (一 般教育 + 実地訓練+ 専 門教 育)
b) SCP型 (一 般教育 +専 門教 育+ 実地訓練)
c) SP/C型 (一 般教育 + 実地訓練
+ 夜間定時制 の 専門教育)
d)SC-P型 (一 般教育 + サ ン ドイ ッ チ方式
の 教育 ･ 訓練
･ 3) 専 門教育 + 実地経腕
a)SCA塾 (一 般教育 + 専門教育 +実地経験)
4) 実地経験の み
a)SA型 (一 般教育 + 実地経験)
SPC型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て ､ SPCP型 ､ SPCA
型 ､ SPAC型 ､ SPCAC型 ､ SPACP型 ､ SPCPC型 ､ SPC= P
型が ､ SCP型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て SCPA型 ､ SCP
C型 ､ SCPAC型 ､ SCPCP型 が ､ SC=P型 の バ リ エ ー シ ョ
ン と し て SC-PA型が見 られ た ｡
表 3 に 会員(M) ･ 準会員(AM)308名の 養成タイ プ
別人数 を.､ 表4 に 生 年別養成タイ プ別人数を示す｡
さ ら に ､ 養成 タイ プを ､ Ⅰ . 昼間 カ レ ッ ジ無 し型
(SP型 +SUP型 +SP/C型 + SA壁)､ II. 実地 訓練先
行型(SP型 +SP/C型 +SPC型)､ Ⅲ . 昼間 カ レ ッ ジ
有 り型(SPC型 +SCP型 +SC- P型 +SCA塾)の 3 つ に
類型化 し たも の を表5 に 示 す ｡
まず､ 8 つ の養成 タイ プ別 で は ､ 一 番多い の は ､
SCP型 (一 般教育 + 専 門教育 + 実地訓練) で33. 4
o/o ､ 次 の SP型.(
一 般教育+ 実地訓練) が30. 20/o で
ほ ぼ 並 び ､ SPC型 (一 級教育 + 実 地訓練 + 専 門教
育) が そ の 約半分 の16. 2 %､ SCA塾 (一 般教育 +
専 門教育 +実地経験) が12. 3% で続 き ､ 後 は ､ SC=
P型 (一 般教育 + サ ン ドイ ッ チ 方式の 教育 ･ 訓練)
が3･ 2% ､ SP/C型 (一 般教育 + 実地訓練+ 夜 間定
時制 の 専 門教育) が2. 3 %､ SA型 (一 般教 育+ 実
地経験) が1. 60/.､ SUP型 (一 般教育 + 大学教養 教
育 + 実地訓練) が0. 6 %の 順 で あ っ た ｡ 1905-06年
度 と比 べ る と ､ SP/C型が22. 8 % から2. 3 % に 激減
し て い る ｡ こ れ は ひ ょ っ と す る と夜間定 時制 の 専
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衷5 生年別 3類型別人数(会貞･ 準会貞)
生年 ( 年齢ー .Ⅰ 田 m
1846- 4(49-6 7歳) 1S托6.7 %) 21(77.8%) 9(33.3 %)
1865_6 9(44_4 9歳) 1l(45.8%) 12(50.0 %ー 13(54.2 %)
1870ー7 4(39-4 4歳) 12(46.2%) 17(65.4 %) 14(53.8% )
1875-7 9(34_3 9歳ー 4(17.4 %ト 9(39.1 %) 19(82.6 %)
1880_8 4(29-34歳ー 8(30.8%) 9(34.6 %) 18(69.2 %)
1885-8 9(25ー2 9歳) 54(29.7 %) 82(45.1 %ー 128(70.3 %)
合 計 107(34.7 % ー 1` 50 ( 48.7(亮一 2 0 1( 65.3 % )
証 Ⅰ… 昼 間カ レ ッ ジ無 し型(SP型+S U P型◆S P/C型+S A型)
ll= 実地訓練先行 型(SP型 +S P/C型+S P C型)
ⅠⅠ= 昼間カ レ ッ ジ有 り型(SP C型･s C P型･s C:P 型･S C A型)
蓑6 養成タイ プ別 人歎(学生会貞)
註 実地 訓練 の 内訳 (見 習い 生 150人､ 徒弟 113人､ 助 手 15人､
学生 徒弟 4 人､ 見習 い 1 人)
門教育機関で の教育歴 に つ い て 記載し て い な い ケ ー
ス が ある た めか も しれ な い が ､ 確認 で きな い ｡ な-
お ､ 準会員 に つ い て は ､ 準会員試験 (ま た は代替
学位) が義務づ け られ て い る の で ､ 専 門教育 を受
けて い な い タイ プの 者も､ 独学や個 人指導で 専門
的知識を 身に つ け て い る こ と に留意 して おく こ と
が 必要で あ る ｡
生年別に 見る と ､ SP型 が ､ 実地訓練に よ る養成
が 中心 で あ っ た1846- 4年(49-67歳)生ま れ の 層の
59. 3 % か ら､ 1897年に 準会員試験が 導入 さ れ た直
後 に25歳 を迎 え る1875-79年(34-39歳)生ま れ の 層
で17. 4 % とい っ た ん 下が っ た が ､ 1880-84年(29-
34歳)生ま れ の 層 で23. 1 %､ 1885-89年(25-29歳)
生 ま れ の 層で26/4 %と増加傾向に あ る こ とが見 て
取 れ る ｡ こ れ は ､ 実地訓練を先行 させ なが ら ､ 個
人滞導 (受験対策指導) で 準会員試験 の 準備 を す
る者 が やや増加 して き て い る こ と 7) の 反映 で はな
い か と思 わ れ る ｡ ま た ､ 実地訓練を 受 け な い SCA
型が ､ 1875-79年(34-39歳)生ま れ の 層で2 1. 7 %､
1880-84年(29-34歳)生 まれ の 層で26. 9% と､ 準会
員試験 導入後 に選出年齢を迎 えた 層で い っ た ん 増
加す るが ､ 実地訓練重由を 打ち出 した1910年附則
改訂後の1885-89年(25-29歳)生ま れ の 層で は1 2. 6
% と再び 減少傾 向に ある こ と が見て 取れ る ｡
3類型別で 見 る と ､ 全体 で は ､ 昼間カ レ ッ ジ有
り型が65.
. 3% と､ 昼間カ レ ッ ジ無 し型の34･ 7 % を
大 きく上 回 っ て い る ｡ ･ 実地訓練先行型 は48. 7 %で ,
専 門教育先行型(SCP型 +SCA塾)(45･ 8 %)と は ぼ2
分 し て い る ｡ 生 年別 で は ､ 1875-79年(34-39歳)坐
ま れ 以降 の 層で 昼 間カ レ ッ ジ有り型が70- 80 %程
度と顕著に増加 して い る o ま た ､ 187 0-74年(39-
44歳)生まれ ま で は半数 以上で あ っ た実地 訓練先
行 型 は ､ 1 875-7 9年(3 4-39歳)生ま れで39. 1 %､
1880-84年(29-34歳)生 まれ で3 4. 6 % とい っ た ん減
少す る が ､ 1885-89年(25-29歳)生 まれ で は45. 1 %
と再び増加傾向を見せ て V､ る .
専門教育機関 で の 教育の 有無 で 2分す る と ､ 教
育を受けて V) な い 者 (独学 な い し個人指導で 準会
員試験 に 合格 して い る) (SP型 +SUP型 +SA型)が32. 5
o/o に 対 して ､ 専門教育を受けて い る者(SP/C型'S戸c
型 十SCP型 十SC=P型 +SCA塾)は67. 5 % で､ 完全 に 多数
派 に な っ て い る ｡
学生会貝 に つ い て は ､ 実地訓練中や専門教育機
関在学 中に選出さ れ て い るが ､ 在学中の 者に つ い
て は ､ 1910年の 理事会規則改定 に 伴い , 実地訓練
の 予約契約 も明示さ れ て い る の で ､ そ れ を含 め て
養成タイ プを判 断 し ､ 表6 に示 し た ｡ SP?型 (
一
般教育+ 実地訓練 + ?) が5 8. 0 %､ SCP型 ( 一 般
教育 + 専 門 教育 + 実 地 訓練) が28. 6 %､ SPC型
(一 般教育+ 実地訓練+ 専門教育) が9. 2% ､ SP/C
壁 (一 般教育+ 実地訓練+ 夜間定時制の 専門教育)
とSC=P型 (一 般教育 + サ ン ドイ ッ チ方式 の 教育 ･
訓練) が そ れ ぞ れ2. 1% で あ っ た ｡ 実地訓 練の 内
訳 は ､ 見習vゝ 生が53. 0%(15 0人), 徒 弟が39. 90/.
(11 3人), 助手 が5. 3 %(15人)､ 学位取得者 を受 け
入 れ る 学生徒弟が1. 4 %(4 人)､ 海軍 土木部の 見
習い(impr ov e r)が0. 4 %(1人)で あ っ た ｡
実 地訓練先行型(SP?型 +SP/C型 十SPC型)が6 9. 3 %
(196人)と ､ 専門教育先行型(SCP型)の28. 6 %の 2
倍 以上 に上 り ､ 準会員 で 一 番若 い1885-89年(25-
29歳)生 まれ の 層 の 実地訓練先行 型(45. 1 %)と比
べ て も大幅に 増加 して い る ｡ こ れ は ､ 実地訓練を
先行 させ なが ら , 個 人指導 (受験対策指導) で 準
会員試験 の 準備 をす る者 が 若v?層で さ ら に 増えて
きて い る こ と ､ そ れ と 重な る が ､ .1910年の 理事会
規則改定 に よ っ て 実地 訓練 が重視 され た こ と に と
もな い ､ 技術者事務所 に 受 け入 れ ら れや す い 若 い
内 に そ の 条件 を ク リヤ ー し て お こ う と い う傾向が
強 ま っ た こ と の 影響も あ る と思わ れ る が ､ 専門教
育機関在学中の 者 で 実地訓練 をま だ予約 で き て い
な い も の を学生会貞に選出す る こ とが で きなく な っ
た こ と の 影 響が 大 き い の で は な い か と思 わ れ る ｡
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1885-89年(25-29歳)生 まれ で準会員 に選 出され た
者 のSCP型 とSCA型 の 合計 が4 8. 4 %で あ る の に ､
1888-96年(18-25歳)生ま れ の (学生 会員の) 層 で
SCP型 が本 当 に28･ 6 %に 低下 した と は考え ら れ な
い ｡ 同 じ年齢層 で 在学中の 者 の 中に ､ 潜在的 に は
SCP型やSCA型だ が ､ ま だ 専門教育機 関修 了後 の 実
地訓練先 を予約 で き な い た め に学生 会貝 に選 出さ
れ る こ と が で き な い 者が相 当数存在す る と見る ほ
う が妥 当で あ る と思わ れ る ｡
(3) 一 般教育歴
会員 ､ 準会員308人中 ､ 一 般教 育歴 の デ ー タ が
あ る者30 1人 の 出身学校種別 一 般教育機 関離学年
齢別人数 を表7に 示す｡ 出身学校種を(1)ハ イヤ ー ･
グ レ イ ド ･ ス ク ー ル ､ (2)パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル
(校長会議加盟校 8))､ (3)そ の 他 の 中等学校 ､ (4)技
術 学校 ､ (5)個 人指導(Priv ate Tuitio n)､ (6)外国
の学校 の 6 つ の カ テ ゴ リ ー に 分類 した ｡ 技術学校
歴 は ､ 候補者リ ス ト の 資料で は ､ 一 般教育歴 に記
載さ･れ て い る場合 (お おむ ね12- 16､ 7歳 ま で) と
工学教育歴 に 記載 され て い る場合 (お おむ ね16歳
以上だ が そ う で な い 場合 も あ っ た) が あ っ た が ､
一 応 そ の リ ス ト の 分類 に した が っ た ｡
初等学校出身者 は姿 を消 し､ 初等学校上 級部分
の 教育機関として 組織 され た ハ イ ヤ ー ･ グ レイ ド ･
ス ク ー ル 出身者 も2. 7 %(8人)に す ぎず ､ 外 国 の
学校も含 め ､ 圧倒 的多数が 中等学校 出身者(8 9. 7
%)で あ っ た ｡ そ の 中 で も ､ 経済 的に 豊か な 階層
の 出身者 と考 え られ る パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身
者 が38. 2 %(115人)と高い 割合 を 占め て い る こ と
が 注目さ れ る ｡ も とも と 高 い 謝礼金の 支払い を伴
う見習い 生修行が基本 で あ っ た土木系の 嘘合 ､ 経
済的に 豊かな 階層の 出身で ある こ とが不可欠で あ っ
た が ､ そ の 経済力を利用 して ､ 子 ども に 威信 の 高
い パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル 教育を受 けさせ る こ とが
一 般化 し て い っ た の だ と い える ｡
な お ､ パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 教 育 を 受 け た者
(途中で 他 へ 移行 し た者 も含む)117人 の 中 で ､ 昼
間 カ レ ッ ジ有 り型 は75･ 20/o(88人)と ､ 会月 ･ 準会
員全体の65･ 3 % より10 % はど高く ､ 実埠訓練先行
型 は37. 6 %(44人)と ､ 会員 ･ 準会員全体の48. 7 %
よ り逆 に10 % ほ ど低か っ た ｡
一 般 教育機 関の 離学年齢は ､ 16歳(25.､9 %)､ 18
歳(24. 9 %)､ 17歳(24. 6 %)が ほ ぼ並 び､ こ れ ら で
75. 4 %を 占 め て い る ｡ 学校 調査 委貝 会(Scho ol
Inquiry Co m mis sion, 1868)が 第1級中等学校 の 離
学年齢と した18歳以降 に離学 し て い る者は3l. 6 %
(95人)､ 第 2級中等学校 の 離学年齢 と した16歳か
ら1 7歳 で 離学 して い る 者が5 0.5 %(152人)､ 両者
を合わせ る と82. 1 %で ､ こ れ ら の者 はあ る程度し っ
か り し た 中等教育を受 け て い る と考え る こ とが で
き る ｡ そ れ よ りも前に 離学 して い る者は17. 9 %(54
人)で あ っ た ｡
学校種別 で は ､ パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者の
離学年齢が 高く ､ 18歳 以上が50. 4 %(58人)で あ っ
た ｡ そ の 他 の 中等学 校 で は離学年 齢の ピ ー ク は
16歳(35. 1 %)で あ っ た ｡ 個 人指導を受 けて い る 者
も 格福 な階層 で ､ 18歳 以上 が62. 5 %(10人)で あ っ
た ｡
表8 にパ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者 の 出身校 の
表7 出身学校種鼎卜般教育権閑離学年齢別人数(会貞･ 準会月)
出 身 学 校 種 13歳 14歳 1 5歳 1 6歳 17歳 1 8歳 1 9歳 20歳 2 1歳 計
ハ イヤ T . グ レ イ ド 1 5 2
一
8
･ ス ク ー ル 12.5 % 6 2.5 % 2 5
.
0% 2 7 %
パ ブリ ッ ク . ス ク ー +1 5 19+1 33 4 8 8 1 1
. V
1 15+2
ノレ 4.3 % 1 6.5% 28.7 % 4 1 7% 7 0 % 0 9 % 0 9% 38 2%
他 の 中 等 学 校 3 6 3 2 5 4 33 19 4 3
. V
15 4
2.0 % 3.9 % 2 0.8% 3 5.1% 2 1.4 % 12 3 % 2 6% 2 0 % 5 12%/




































.3 % 2.3 % 1 4.3 % 25
.9 % 2 4.6 % 2 4
.
9 % 4_7 %
註 'n は 途中で パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル か ら他 の 中等学校や個人指導 へ 移行 した考で､ 実人員外.
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表8 パ ブリック ･ スク ー ル出身者出身校内訳 (会員
･ 準会則
学 校 名 人 数 学 校 名
人 数
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一
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内訳 を 示す ｡ 学校数で は54校に わ た り ､ 上位 は ､
マ ー ル バ ラ校が11人､ ロ ン ド ン ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ ･
＼
カ レ ウ ジ校が 7人 ､ ダリ ッ ジ校 , イ ー ス トボ ー ン
校 ､ セ ン ト ･ ポ ー ル ズ校が 各5人 ､ チ ェ ル テ ナ ム
校､ ク リ フ ト ン 校, デ ィ ー ン ･ ク ロ ウ ス 校､ ハ ロ
ウ校 , キ ン グ ･ エ ド ワ ー ド 校 (バ ー ミ ン ガ ム)､
タ ン ブリ ッ ジ校が それ ぞ れ 4人 な ど で あ っ た ｡ 名
門 9校と い わ れ るチ ャ ー タ ー ハ ウ ス 校 (3 人)､
イ ー ト ン 校 (1人)､ ハ ロ ウ校 (4人)､ マ ー チ ャ
ン ト ･ テ イ ラ ー ズ 校 (1人)､ ラ グ ビ ー 校 (2名)､
シ ュ ル ー ズ ベ リ ー 校 (1人), セ ン ト ･ ポ ー ル ズ
校 (5
,
人)､ ウ ェ ス ト ミ ン ス タ ー 校 (1人)､ ウ イ
ン チ ェ ス タ ー 校 (2人) の す べ て が 出身校 (計
20人) に含 まれ て い る こ と も注目 され る ｡
(4) 一 般教育認 定資格 (学生会員)
1897年 の 附則改 正以 降 ､ 学 生会貝 に 選出さ れ る
た め に は ､ 学 生会員試験 に 合格 す る か , そ れ に 代
わ る 一 般教育認定資格を取得す る こ とが必要 とな っ
た o 学 生 会員の 一 般教育資格種別人数 を表 9 に 示
す ｡
2 83人中 ､ 学生 会貝試験 に 合格 した 者は ､ 164人
(5 8. 0 %)で ､ 養成 タイ プと し て は ､ SP型 が85･ 4 %
(140人)を 占め て V) た o 何 らか の 形 で 専 門教育を
受けて い るS*C*型 の24人も ､ ヨ ー ク シ ャ
ー
/ カ レ ッ
ジ の 2年制 コ ー ス や フ ィ ン ズ ベ リ イ 技術 力 レ ツ ジ
な ど ､ 一 般教育認定資格 の 得 られ な い 学校 の 在学
者が多か っ た ｡
中等教育修 了資格試験 の 利.
用者 は 5人(1･ 8 %)
と少な く ､ そ れ に 比 べ ､ 高等教育機関入学資格試
験(Matric ulatio n Ex a minatio n) の 利 用 者 が5 8一人
(20. 5 %)と多か っ た ｡ そ の 内SP型 が20人(34･ 5 %)
を 占めて おり ､ 高等教育機関入 学資格試験 が ､ 入
学資格試験 と し て だ け で なく ､ 学生会貞試験.(よ
り 一 般 的に は中等教育修 了資格試験) の 代替試験
と し て も広く 利用さ れ て い た こ と が わか る ｡ 内訳
/
で ば ロ ン ド ン 市 ･ 同業者組合協会 工学 カ レ ッ ジ の
21人 ､ ロ ン ド ン 大学の19人､ ロ ン ド ン ･ キ ン グス ･
カ レ ッ ジ の 6人な どが 多か っ た ｡ SP型 の 割合で は ､
ロ ン ド ン 大学入学資格試験 が52, 6%(10人)､ マ ン
チ ェ ス タ - ･ リ ー ズ ･ リ ヴ ァ プ ⊥ ル 3大学合 同入
学資格試験が75. 0%(3 人)と特 に 多か っ た ｡
学位等 の 中間試験 の 利用者 は 4 人(1. 4 %), 学
位 の 利用者 は52人(18. 4%)で あ っ た ｡ 学位 で は ､
ケ ン ブ リ ッ ジ大学(12人)､ ロ ン ド ン 大学(12人)､
マ ン チ ェ ス タ 一 大学(8人)な どが 多か っ た ｡
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表9 ･学生会貞の 一 般教育資格種別人数
一 般 教 育 資 格 人数(割合) SP型 S*C*型 備 考
学生会員試験LL 1 64(5 8.0% ) 140 2 4 Yo rkshire C - 9 Fin sbu TC-2




Oxfo rd Se nio rLo c,a) 2 2 Liv e rpo ol- 1 Yorkshj C - 1
Ca mbridEEe Seーnio rⅠ』 c al 1 1
▼
.. I -
S占ho oJ-le.avinE Cedf. . Univ . of I_o ndon 1 1
1 ce rtf. of Sc olch Ed. De_Dt.~白｢
1 1





c . Ex am . , Univ . of Loz)do n 19 10 9 K C L=3 UC L- 1 CG E C- 2




M a n che ste r. Ix-eds. aⅠ1d Live.rp o ol 4 3 1 Yo rkshireC - 1
M alric. EX a m. . Un )
'
v . of Ma n che ste r 1 EI
●
ー
M aⅠlChe ster- 1
M a1ric. Exam . . UⅠ1iv . of DIJrha m 1 1
M atn c. Ex a m. . K in g
'
s Co)L Londoz) 6 I 5 K C L=5
M al血 . Ex a m. ､ Univ e rsilv Co)). . Lo ndo ⅠI 3 1 2 UCL=2
M atric. Ex a m.
.
Cilv a nd Guilds En g.Colt. 2 1 3 1 8 C G E C- 17FitlSbu T C- 1
Entran ce Exa m. . Ha rt)e vU .C. 3 【■ 2
-





内 Prelim . Ex a m. G Ja sEO W UⅠ】iv. 1 1
Prelin). Ex am . Edinblt r血 Univ . 1 1 EdJ
'
ⅠlblJ r血 - 1■
釈 P)elim . Ex a m. Roval Te.eh.ColLGIasgo w 2 2 R T C=2
学 位 52(1 8.4 %) 5 2
内
釈
B.A , of Oxfo rd 3 3 Oxford - 3
B.A . of Ca mt)ri dge 1 2 12 Ca mbridEEe=12
B.Sc . of Lo J)do n 1 2 1 2 C G E C- 3 K C L=1 U CL= 1 U C N-1




B.Sc. of h,epds 1 1 Le'eds=1
B.E. of Live rD O Ol 2 2 Liv e r m ol- 2
B .Sc. of Ma n che ste.r 8 8 MazlChe ste.r=8
B .Sc. of Birminf:ha m 5 5 Birmin血 a m=5
B .Sc. of B risto1 2､ 2 Bri5tOl=2
B.Sc. of B1)
'
nbllrd) 5 5 別inb11 rd)=5
B.Sc. of St: An dre.w s 1 1 St Andre.w s= 1
合 計 283 164 1 19
蓑10 生年別専門教育の 有無と期間 (会員 ･ 準会員)
8 生年 ( 年齢) 紙数 専門教 育者 PT 1年 2年 3年 4年 5 年 6年 +
1846-49(64-67& ) 2 0
1850-54(59_64歳) 2ー 1 1
1855-5 9(54-5 9歳) 9 3 1 1 1
1 860二6 4(49_54歳). 14 7 2 1 2 2
小 計 27 ll(4 0.7 %) 2 2 4 1 2
1865-6 9(44-49歳) 24 1 4(5 8.3■%) 1 2 3 6 1 1
1870-74(39-44歳) 26 15(57.7 %) 1 4 1 5 3 1
1875-79(34-39歳) 23 19(82.6%) 2 3 9 ･ 3 2
1880-84(29-34& )- 2 6 18(69.2 %)
A
4 四 3
1885-89(25-29歳) 1 82 131(72.0 %) 3 4 23 60 29 7 5
合 計 308 208(67.5%) 7 14 38 92 40 10 7
3.4 % 6.7 % 18.3 % 44.2 % 19.2 % 4.8 % 3,4 %
註 pT は ､ 夜間定時制教育｡
(5) 専門教育歴
専 門教育機関 で 専門教育を受 け て い る者 は ､ 会
員 ､ 準会員308人中2 08人(67. 5 %)､ 学 生 会員2 83
人 中119 人(42. 0%)で あ っ た ｡
会 員 ､ 準会員308人 に つ い て ､ 生 年別 で 専 門教
育 の 有無 と 在学 期間 (複 数の 場 合 は 合 算) を表
10 に示す ｡
専門教 育を 受 けて い る者 の 割合 は ､ 1897年 の 準
会員試験導入 直後 に準会員選出年齢 に な っ た1875-
79年(3 4-39歳)生 まれ で82. 6 % とピ ー ク に な っ て ､
そ の 後 ､ 1 880-84年(2 9-34歳)生 ま れ で69. 20/. ､
18 8 5-89年(25-2 9歳)生 まれ で 7 2. 0% と若干減少 し
て い る ｡ こ れ は ､ す で に 述 べ た よ う に ､ 若 い 層 の
中 に ､ SP型 に 個人指導 -(受験対策指導) を組み 合
わ せ て 準会員試験 の 準備 を す る者 が やや 増加 して
き て い る こ と の 反映 で はな い か と 思 われ る ｡
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-イ ギリス技術者の教育 ･ 訓練歴の分析 (4)
表11 専門教育機関別 ･ 生年別人数(会貞 ･ 準会員)
専 門 孝生 育 機 関 名 1 846- 4 1865- 9 1870-74 1875-79 1880_ 4 1 885- 9 計
Univ eーrSities& Universitv Co)le.庄eS
Ca mbri dge Univ e,r sitv ll ■1 4 1 15 22
OxfordUniversitv 2 2
xint!'s Co)le 庄e. LondoJ1 _3+1 1 2
8 14+1
ut)iiersitvCら1le,E!e. Lot)doll 3 1 1 9 14
Ro val Co
-
I)e旦C OfScie nceⅠ_D ndo n 1 2 3












Ro val Ⅰ皿dia nEn廷e.e血 F Co)Ie.t!e 1 2 3 2 8
UnT)
'
v ersity of Biimingha m






utlive,rsity of Dt;rha m
( Amstro Dg College)








(yorkshireECo]le.ee. Leeds) 1 1
12+1 12+1
`2
Universitv Co]le.c e. Liv e.rDO O1 1 1
血ive
/
r sityof Ma nc加ste.r
(ow e.nscolle.廷e. Ma neheste rー +1
4 4
+1









Hartlev Ut)iv e.rsitv Colle.旦e,. So utham DtO n 3 3
uBivc.rsity of Wa)es
(unive.rsitv G)lle,ge. Cardiffー 1 1
1 1
2
univer sitv~of Abeide.et) 1 n
Edizlbur血 Utliversitv 1 1 1 3 6
He,riotWattCo)le.ire 1 1
Glaseo w UtLiv ersit
-




)iegce..la 皿d Te ch. C....)
･ (An de,rso D
ー








St.-An dre w sUnjve-rsity
(unive.rsitv Col
L






























小 計 8+2 ll+1 12 16 17 ･121+3 185+6
Te.c.hnical Colle.(!e.s
FinsburvTe,e丘nical Co1)e ec 2 1 6 9
Re.世e,Jlt
-
StreetPo)vleclm icTs 1 1 2
Bl滋htonTe.clmicA] Col)e.ge 1 1 2
そめ他のTe.clm ic al Col1古庄eS(11校) 1+1 +1 +1 1 1 5 8+3




crvsta) parace Scho olof PracticalEn it. 1 3 1 ■3 8
sci)o o)of Ele.ctrical En 血 e,erin旦. b n
-don 1 1
′卜 一 計~ 2 3 ∩ 3 9
Scie.tic,e Scho ols
Schoolof Scie.nce & A九 Bri 血ton 1 1
′lヽ 計 1 1
海 外
Unive.rsitv ofMe.1botlr ne. 1 1
HarisムふColle 臥 Barbados 1 l
Gv m naseScic nTtifique.. h usan ne 1 1
.Ro va) Schoolof M ine.s. Sa x o血Ⅴ 1 E)
小て 計~ 1 1 2 4
合 計 1 0+3 15+2 FfZT1?_0 1 9 1 39+1 22 0+9
註 1人で複数の場合もある｡ + nは､ 夜間定時制教育の人数. 実人数は 208人.,
,
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専 門教育 の 期間 は ､ 3年 コ ー ス が多 い こ とを反
映 し て 3 年 が - 番 多く ､ 専 門教育を 受 け た 者 の
44. 2 %､ 3年以上で は71. 6 %で あ っ た ｡ ま た ､ 夜 】
間定 時制の 専門教 育機 関の 利用者が3. 4 % と少 な
い の i)特徴的 で あ る ｡ す で に 述 べ た よ う に ､ SP型
の 中 に夜間定 時制専 門教育機関利用者 が隠れ て い
る可能性が あ る が ､ 確認 で き な い ｡
次 に ､ 専 門教育機関別の 人数 (一 人 で 複数の 場
合も あり) を表11(会員 ･ 準会員) と表12(学生
会員) に示す ｡
表 12 専門教育機関別人数( 学生会貞)
専 門 教 育 機 関 名 人 数
Ca mb ddge UJ)iv e r silv 12





S Co】lege. Lo tldo n 9
UzlJ
'
V e rSitv Col)e.Eel. Londo n 4
Ea st Lo ndo nCo】1eite 1
CJ
'
tVaJ)d Gtlilds Endn e eriJ1色 Colle廷e 23
V e tstvofBir min血 a m 5
V e r SlV of Brislol 2
Ve r St vof Dt)rha m +1
v e rslty OfI},e.ds 2
(yo rkshire Colleee,..I}.eds) 9+2
V eprSt vof Liv e rpo6l 5
V e rStv of Ma n che ste r 9
V e rStv Co】leEe . NottiⅠ1血 a m 3
ty of S heffie,ld 1
(univer sitvCo)leee. S heffield) 2
. Ha rt]ev Univ e J Sitv Co】】e.ge.. SollthaⅡlDtOl) 1+1
v e r占itv C blleee . Cardiff 2
E dinbtl r旦h Univ e rsitv 7
G )a s珪O W UⅠliv ersitv 1
Roval Te chnit,aJ Colle廷e. G )as 旦O W 2+1
St. An drew s Univ e rsitv 1
F)
I
n sb1)r VTe-chnic al Col)e tEe 3
No rtha m DtO Z)In st)
'
tute 1
Te chnic al Scho ol
. Swindon 1
Crvstal Palac eSeho ol of Pr a ctic a) En g. 1
学校名不明 4+1
合 計 114+6
註 1人で複数の場合が 1人 ｡ +n は ､ 夜間定時
制教育の人数 . 実人数は 11 9人.
会員 ･ 準会員で は ､ 全 日制 の 比率が96. 1 % (学
校数 ベ ー ス) と 圧倒 的に 多 い ｡ 専門教育機関 の カ
テ ゴ リ ー で は ､ 大学 ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ ･ カ レ ッ
ジ の 割合が 多く (全日制の 学校数 ベ ー ス で84. 1%)､
技術 力 レ ツ ジ の 割合 が 少な い (9:50/o)o 学 生 会員
で は ､ は と
1ん どが全日制の大学 ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ ･
カ レ ッ ジ(91. 2%)で 占め られ て い る ｡
専 門教育機関別 で み る と ､ 会員 ･ 準会員の 全 日
制 で は ､ ロ ン ド ン 市 ･ 同業者組合協会工 学カ レ ッ
ジ (な ら びに 中央技術力 レ ッ ジ) (33 人)､ ケ ン ブ
リ ッ ジ大学(2 2人)､ ロ ン ド ン ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ ･
カ レ ッ ジ(14人)､ ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジ
(14人)､ リ ー ズ 大学 (な ら びに ヨ ー ク シ ャ ー ･ カ
レ ッ ジ) (14人)､ グラ ス ゴ ー 大学(13人)､ バ ー ミ
ン ガ ム 大学 (な ら びに メ イ ス ン 科学 力 レ ッ ジ)
(9 人)､ フ ィ ン ズ ベ リ イ 技術 カ レ ッ ジ(9 人)､ ロ
イ ヤ ル ･ イ ン ド工学 カ レ ッ ジ(8人)､ ク リ ス タ ル ･
パ レ ス 実用工 学学校(8人)な どが上位 に 並ぶ ｡
学生会員 で は ､ ロ ン ド ン市 ･ 同業者組合協会工
学 カ レ ッ ジ(23人)､ ケ ン ブ リ ッ ジ大学(12人)､ リ ー
ズ大学 (な ら びに ヨ ｢ ク シ ヤ
ー
･ カ レ ッ ジ) (ll
人)､ ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジ(9人)､ マ
ン チ ェ ス タ 一 大学(9人)､ エ デ ィ ン バ ラ大学(7
人)な どが上位 に 並ぶ ｡
夜間定時制 で は ､ 会員 ･ 準会員 の 場合も 学生 会
員の 場合も特 に 目立 っ た教育機関は なく ､ 総数 も
少な い ｡
次 に ､ 専門教育機関 (全 日制) へ の 入学年齢 の
デ ー タ を表13に 示す ｡ こ れ は専門教育機 関別 の 集
計で ､ 同 一 人 が 複数の 専 門教育機関で 学 ん で い る
場合は複数回数 えて い る ｡ そ の た め ､ 個人 ベ ー ス
の 場合よ り ､ 年齢 の 高い 部分が やや多く出て い る ｡
20歳 以上が23. 4 %､ 学校調査委貝会(1868年)が
い う第 1級中等学校修 了者 の 一 般的な大学人 学年
齢 で あ る18歳 と19歳 の 合計が42. 7 %､ 第 2級中等
学 校離 学年 齢 に 対応 す る16歳 と17歳 の 合計 が
30. 30/o ､ さ ら に 年齢の 低 い13歳 - 15歳 の 合計 が
3. 7% となっ て い る ｡
(6) 専門学位取得者
会員 ･ 準会員3 08人 中の 専門学位 ･ 準学位 9) 敬
得者108人の 生 年別デ ー タ を表14に 示す ｡ 1913-14
年度の 学位取得率は29. 5 %､ 学位 ･ 準学位取得率
は 3 5. 1% であ っ た ｡ 生年別 で は ､ 189 7年 の 準会員
試験導入 直後 に 準会 員選 出年齢 に な っ た1875-79
年(34-39歳)生 まれ で 一 番高く ､ 学位取得率が47. 8
% ､ 学位 ･ 準学位取得率が52. 2 % と なっ て い る ｡
そ れ よ り若 い 1880-84年(29-34歳)生 ま れ と1885-
89年(25-29歳)生 ま れ は 少 し比率が 下 が っ て ､ 学
位 ･ 準学位取得率で い ずれ も42. 3% で あ っ た ｡ こ
れ は ､ す で に 述 べ た よ う に ､ SP型 に 個人指導 (受
験対策指導) を組 み合わ せ て 準会員試験 を突破 し
た者が や や 増加 して き て い る こ と の 反映 で は な い
-34-
イギリ ス技術者の教育 ･ 訓練歴の 分析 (4)
表13 専門教育機関(全日制) の入学年齢別人数(会貞 ･ 準会貞)
l 13 歳 14
~
歳 ~15歳 16歳 17 歳 18 歳 19 歳 20 歳+ 計 l∫
1. 0 7 22 44 53 40 5 1■ ?l8
0.5% 0% 3.2% 10.1% 2 0.2 % 2 4.3% 18.3 % 23.4%
′
表 14 生年別専門学位 ･ 準学位取得者数 (会員 ･ 準会貞)
曲 位 . 準 学 L立 名 1846-6 4 1 865- 9 1870-74 1875I79180
-84 1885-8 9 計早
学 位
■B A(C t b) 1 1 1 3 6. a h a.
B A(Catltab)(Mecha nic aISci.T dD OS) 1+1 8+1 9+2
M A(C tab) ㌔+1 1 1 2+1. . a n .
B A(Oxfo rd) l跡】 1+1 1+1`
M A(Oxford) 1 .
. 1
B Sc(I.ot)a.) ∩ 2 25 28
M S (V icto ria) 1 1 2. C.
BSc(M anche ste r) +1 +1




B Sc(Birmin血 a m) 3+2 3+2
M Sc(Birmin血 a m) 2 2
B Sc(Du rham) 1 1
B S(W a)e s) 1 1 2. C.
B Sc(Edin.) 1 1 3 5
D Sc(以ill) 1 1
B Sc .(G Jas.) EIEI 1 10 12
B Sc(StAJ)dre w s) 1 1
B A l(Dub)in) 1 1 2 1 2 7
B E(Ro yal) 1 1+1 2+1 4+2
M E(RoVal) 1 1
B E■(Belfast) 1 1
B E(Me)tDtlrn e.) +I +1
小 計 1 2+1 4+1 l l+2 6 6 7+6 9 1+10
生年別会員 . 準会員数 27 24 2 6t 23 26 182 3 0 8
学 位 取 得 者 率 3.7% 8.3% 15.4% 4 7.8% 23.1% 36.8% 29.5%
準学位
Asso ciate(Ro val India nEn tzColl) 1 1
Asso ciate(Kit)l!'S Col】 Lo nd.) 1 1
Asso ciate(Citv ad Giulds Eng. Col1.) 1 1 3+1 10+2 15+3
小 計 p 1 1 5+1 10+2 17+3
A 計 1 3+1 4+1 12+2 ll+1 77+8 108+13⊂コ
生年別会員 . 準会員数 27 24 ■26 23 26 182 308
学伯 . 準 学仲 取篠者 率 3_7 % 1 2.5 % 15_4 % 52.2% 42.3% 42.3 % 3 5_1 %
註 +n は 同 一 人 の下位学位. B. A .(Oxfo rd)の(1)は ､ 非専門 (教養) 学位o
か と思わ れ る ｡
専門教育機関別 で は ､ ロ ン ド ン 大学が28人 と
一
番多く ､ ケ ン ブリ ッ ジ大学が17人 ､ ロ ン ド ン市 ･
同業者組合協会 工学カ レ ッ ジが15人 ､ グラ ス ゴ
ー
大学が12人 , ダブリ ン 大学が 7人 ､ エ デ ィ ン バ ラ
大学 が 6 人 ､ バ ー ミ ン ガ ム 大学 が 5 人 と続く ｡
(7) 実地訓練歴
会員 ･ 準会員 で ､ 入職 年齢 が 分か っ て.
い る308
人 の 生年別入 職年齢別人数 を表15に 示す ｡
入職 年齢 で は , 17歳 が16. 2 %で 1位 ､ 16歳が
14. 9% で 2位 ､ 21歳が11. 4 %で 3位 ､ 18歳 が10. 7
% で 4 位 , 20歳が9. 7 %で 5位 ､ 19歳 が9. 4 %で 6
位 ､ 15歳 が8. 8 %で 7位で あ っ た ｡
仮 に ､ 現在 の 大学 レ ベ ル で の 技術者養成の よ う
に ､ 18歳ま で 中等教育を受 け ､ そ の 後 3年間大学
レ ベ ル の 専門教育機関で 専門教育を 受けた後に実
地 訓練 を 開始す る と , 2 1歳 が 入 職年齢 と な るが ､
21歳 以降 に 入職 し て い る者 の 勘合 は28. 2 %で ､ 残
り の 71.8 % はそ れ以前に 実地訓練を開始 して い 畠.
さ ら に ､ 学校調査委貝会 (1868年) が 第 1級 中
等学校 の 離学年齢 と した18歳 よ り も前 に入 職 し て
い る者は4l. 9 %, 第 2級 中等学校 の 離学校年齢 と
した16歳よ りも前に 入職 し て い る者 は10.7 %で あ っ
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衰 15 生年別入職年齢別人数 (会貞 ･ 準会員)
生
′
年 ･13 歳 14歳 15歳 1 6歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 2 2歳 23歳 Z 4歳 + 計





7.4% ll.1% 2 5.9 % 22.2 % 3.7% 14,8 % 37% 3 7% 3 7 % 37 %
18 65-69 1 6 3 2 1< 2 3 2 2
. 0
2 24
4.2% 25.0% 1 2.5% 8.3% 4.2% 8.3% 12.5% 8 3% 83% 8 3%
1870-74 1 4 6 3 3 3 2 2
, 0
2 26

















1 88 0ー8 4 1 2 1 6 3 2 2 3 1 4 1 26
3.8% 7.7% 3.8 % 23.1% ll.5 % 7. % 7.7 % ll,5%■ 38% 15 4% 38%
188 5-89 1 12 2 4 29 24 1 4 17 25 20 12 4 182
0.5 % 6. % 13.2 % 1 5.9 % 13.2 % 7.7% 9.3% 13.7 % 1 1 0% 6 6% 2 2%
合 計 □ 5 27 46 5 0 3 3 29 3 0 35 24 18 10 3 08
0_3 % 1
.6% 8_8 % 1 4_9 % 1 6.2 % 10_7% 9_4 % 9_7 % l 1_4 % 7_8% 5.8 % 3.2 %
た ｡ 生年別 で 見 る と ､ 1 8歳未満入職者 は ､ 1 870-
74年(3 9-44歳)生 ま れ よ り年齢の 高い 層 で は50 %
以上 で あ るが ､ 1875-79年(34-39歳)生ま れ で39. 1
o/o ､ 1880-84年(29-34歳)で38. 5 %､ 1885-89年(25-
29歳)生ま れ で36. 3 % と､ 年齢が下が る に した が っ
て 少な くな ･3 て き て い る ｡ 16歳末清人職者 に つ い
て は ､ 1870-74年(39-44歳)生 ま れ 以上 の 年齢層 で
は200/.程 度 い 去が ､'1875-79年(34-39歳)生 まれ で
0 % とい っ た ん皆無 と な り ､ 1880-84年(29-34歳)
生 まれ で1l. 5 %､ 1885-89年(25-29歳)生ま れ で7. 1
% と､ 若 い 層 で は再 び - 定数 の 存在 が確認で き る｡
全体 と し て は ､ 年齢が 下が る ほ ど､ 実地訓練と中
等教育 と の 競合関係が 弱ま り ､ よ り長期間中等学
校 に 在学す る傾向が 強ま っ て い るが ､ 熟練工徒弟
や下働きか ら努力と 才能で 技術者 へ と上昇す る者
にも 会員 へ の 道 が 開か れ て し) た と い える o
(8) 熟練工 徒弟等からの上昇事例 ,
1 913-14年度の 場合 も ､ 明 ら か に 熟練工 徒弟や
下働 き か ら ､ 努力 と才能 で 技術者 に 上昇 し た とみ
られ る事例が 7例 あ っ た の で挙 げて おく ｡ い ずれ
も機械系 (船舶機械を含む)
`
の 出身 で あ る ｡
事例 1 ､ 1874年生 まれ の A. W. Ⅴ. で ､ イ ン グ ラ ン
ド南西部 の デ ヴ オ ン 州 バ ー ン ス テ イ プ ル の 機械 工
場 で14- 21歳 の 7年 間徒弟訓練 (内2年 は事務所)
を受 けた 後 ､ 海軍向 け船舶機械製造工 場 で機械 工
な ど の 経験 を積 み ､ 26歳 以降 ､ 海軍兵器 工場 に 移
り ､ 現場 図面 担 当(Shop Dr a ugh ts ma n)､ 見積 担 当
(Estim ato r)､ 職 長 補(As sistant､For e m an)な ど を
経て ､ 魚 雷艇 工 場 の 機械技師 に な り､ 39歳 で 準会
員試験 に 合格 し､ 準会員 に 選 出さ れ て い る ｡
事例 2 ､ 1883年生 まれ の L.I. ∫. M. で ､ ll - 13歳
ま で バ ー ミ ン ガ ム の 技術学校 で 教育を 受け ､ 13歳
で 機械 プラ ン ト製造工 場 の 下働 きに ^.り ､ や が て
才能 を見い だ さ れ ､ 設計室の 経験 も積 み ､ 22歳 で
機械 プラ
,
.ン ト系 コ ン サ ル タ ン ト技 師の 助手 に 抜擢
され ､ そ の 後独学 で3 0歳 で ロ ン ド ン 大学 の 学外学
位 を取得 し､ 30歳 で 準会員に 選 出され て い る ｡
事例 3 ､ 1886年生 ま れ のG. L. で ､ 12- 15歳 ま で
ポ ー ツ マ ス の ハ イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク ー ル で学
ん だ後 ､ 15歳 で ポ ー ツ マ ス の 海軍工廠 の 徒弟に 入
り ､ 年季途 中の19歳 で フ ィ ッ ト ワ ー ス 奨学生 試験
に 合格 し ､ 22歳 ま で の 3年間 ロ ン ド ン ･ ロ イ ヤ ル
科学 力 レ ッ ジ で 学ぶ チ ャ ン ス を 得 た ｡ そ の 後 ､
22- 24歳 ま で ロ ン ド ン 大学イ ン ペ リ ア ル 秤学技術
力 レ ッ ジ のJ. ペ リ ー 教授の 助 手を務 め ､ 25歳か ら
鋼管奥造工場 の 技師補を務 め ､ 26歳で 準会員試験
に 合格 ､ 28歳 で 準会員 に 選出さ れ て い る ｡
事例4 ､ 1886年生 まれ のF. C. R. で ､ イ ン グ ラ ン
ド東部の ノ ー フ ォ ー ク州プラ ム スサ γ ドの ハ イ ヤ ー ･
グ レ イ ド ･ ス ク ー ル で 15歳 ま で 学 ん だ後 ､ 1 5-
20歳 ま で 5年間 ､ ロ ン ド ン の ク リ ッ ジ兵器工 場の
熟練 工徒弟 と し て 訓練 を受 け ､ そ の 後 さ ら に 2年
間 ､ 機械職場や 設計室 で の 経験 を積み ､ 22歳 で イ
ン ド政府 の 工 場の 技術者 に 抜癌され ､ 27歳 ま で 務
め て い る ｡ そ の 間､ ね じ 山 の 深さ を 測定 す る'た め
の マ イ ク ロ メ ー タ ー の 設計 で特許 を取得 して い る ｡
27歳 で 準会 員試験 に 合格 し ､ 準会員 に 選出 され て
い る ｡
事例 5 ､ 1 888年生 まれ のE. W. S. で ､ 1 4歳 で テ ム
ズ 川河 口 の シ ア ー ネ ス 海軍工廠 の 熟練工 徒弟に 入
り ､ 19歳 で フ ィ ッ ト ワ ー ス 奨学生 試験 に 合格 し ､
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イ ギリ ス技術者の教育 ･ 訓練歴の分析 (4)
弓
19- 22歳ま で の 3年間 ､ ロ ン ド ン ･ ロ イ ヤ ル 科学
力 レ ツ ジ で学び､ 22歳で さ らに フ ィ ッ ト ワ ー ス 奨
学金試験 に合格 し､ 23歳まで の 1年間, ロ ン ド ン
市 ･ 同業者組合協会工 学 カ レ ッ ジ で 学ん で い る ｡
そ の 後こ デ ィ ー ゼ ル ･ エ ン ジ ン ､ 電気 モ ー タ ー の
研究開発 に 携わ り ､ 25歳 で 国立物理学研究所航空
部門の 研究ス タ ッ フ に就 い て い る｡ 21歳 で 準会員
試験に合格し ､ 25歳 で 準会員 に選出 され て い る ｡
事例 6, 1889年生 まれ のJ. D. で ､ 13- 22歳 まで
の 8年半 ､ 機械工 場で 徒弟訓練を受け ､ 22- 24歳
ま で の 2年間､ カ ー デ イ フ ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ ･
カ レ ッ ジ で 学 び､ 学生会員試験 に合格し､ 24歳で
学生会貞に 選 出され て い る ｡
事例 7 ､ 1 890年生 まれ のJ. A. 肌 で ､ 15歳 で 試験
に よ る選抜に 合格し て機械 工場の 熟練工徒弟と な
り ､ 21歳 ま で の･6年間の 訓練の 中で 才能を見 い だ
さ れ ､ 技術者の 助手 に抜擢さ れ て い る ｡ ロ ン ド ン
大学入学資格試験 に 合格し ､ 23歳で 学生会員に選
出さ れ て V) る ｡
おわりに
本稿 で , 民間 (土木) 技術者協 会会員 (会員 ､
準会員 ､ 学生会貝) の 教育 ･ 訓練歴の 分析の 一 連
の 基礎 作業を 一 応終了 した ｡ 1885-86年度 - 1913-
14年度まで の 民間 (土木) 技術者嘘会会員の 教育 ･
訓練歴の 変動の 分析､ な ら びに ､ 別途進 め て きた
機械技術者協会準会員の教育 ･ 訓練歴 10) と の 比較
分析に つ い て は ､ 稿 を改 め て行う予定で あ る が ､
前稿の1905-06年度と比較 して ､ 1913-14年度の 特
徴的 な点 を以下 に 列挙 して お き た い ｡
(り 養成タイプ
養成タイ プ別 で は ､ 若 い 層で の 増加傾向を反映
して ､ SP型~(一 般教育+実地訓練) が2l. 1 % から
3 0. 2 % に増加 した こ と ､ 逆 に SP/C型 (一 般教育 +
実地訓練+ 夜間定 時制 の 専門教育) が22. 8 % か ら
2. 3 % に激減 した こ と が特徴 的 で あ っ た が ､ 実地
訓練先行型全体 で は49. 8 %か ら48. 7 %とほ ぼ同 じ
で あ っ た ｡ ま た , 昼 間カ レ ッ ジ有 り型 が ､ 55. 4 %
か ら65. 3 % と引き続 き増加 し､ 完全 に 多数派と な っ
た ｡
(2) 一 般教育歴
一 般教育歴で は ､ パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者
が33. 3 % か ら38. 2 % に増加 した こ と､ 18歳以上 で
節学 して い る 者が23. 0 % か ら31･ 60/o に 増加 し て V'
る こ と な どが特徴 的で あ っ た ｡ よ り長期 に わ た っ
て より充実した 一 般教育を受け る傾向が強 ま っ た
と い え る ｡
(3) 専門教育歴
夜間定時制 の 専門教育 を受 けて い る者の 激減
(履歴 に記載 され ずに ､ SP型 の 中に 隠れ て V､ る 可
能性は あ る が) に 伴 い ､ 専門教育歴の 有る者が
78. 2 % か ら67. 5 % に減少 し て い るが ､ 昼間カ レ ッ
ジ有り型 で は , 55. 4 % から65. 3 %.と 引 き続 き増加
し ､ 完全に 多数派Iと な っ た o 全 日制に 3年以上在
学 し た者も ､ 42. 1
0/o か ら4 8･ 4 %へ と増加 し ､ 全体
の 半数 に近 づ い て い る ｡ ま た ､ 専門教育機関 へ
､
の
入学年齢で も ､･ 一 般教育機関の 離学年齢の 上昇 に
対応 し て ､ 1 8歳以上が , 56. 8 % か ら66. 1 % と10 %
程度増加 して い る ｡ よ り充実した 一 般教育を踏ま
え た よ り充実 した専 門教育 を受 け る者が増加 した
と い え る ｡
(4) 専門学位取得者
よ り充実 した 専門教育を受 け る者が 増加 した こ
と に伴い ､ 専門学位取得者も20. 7 % か ら29. 5 % に
増加 して い る ｡ 学位 ･ 準学位取得者 の 合計 で も ､
26. 3 % から35. 1 % に増加 して V) る .
(5) 実地訓練歴
1 8歳ま で 一 般教育 を受 け ､ そ の 後 3年間大学 レ
ベ ル の 専門教育を受 け'Jt後に 実地訓練を開始す る
場合の 入職年齢で あ る21歳 以降に入職 して い る者
が ､ 22. 1% か ら28. 2 %と増加 し､ 逆 に18歳 より も
前に入職して い る者が ､ 44. 5 %から41. 9 % に減少
して お り ､ 全体 と し て 入職年 齢 は 上 昇 し てしゝ る ｡
よ り充実 した 一 般教育 ､ 専門教育を受 け る者 が増
加 した こ と に 符合 し て い る と い え る ｡ し か し ,
16歳 よ り も前 に 入 職 し て い る者 で は ､ 8. 1% か ら
10. 7 %に増加 し て お り ､ 熟練工徒 弟や下働 き か ら
努 力と才能 に よ り技術者 に 上 昇す る者に も会員 へ
の 道 が開か れ て い た と い え る ｡ こ れ は ､ 20世紀初
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頭に ､ 機械 工業 の 大企業 で ､ 熟練 工徒弟 の 中 の優
秀な者 に 特別 な教育 ･ 訓練の 機会 を与 え ､ 技術者
へ と養成 す る シ ス テム が 広が り始 め た こ と ‖) と照
応 する ｡
註
1) 拙稿 ｢イ ギリ ス 技術者 の 教育 ･ 訓練歴 の 分析
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lnstitution of Civ l Engin ee rs1 9 05-06年度
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第56号 ､ 2 002年 ､ 参照 ｡
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Engin ee r＼s の 会員資格要件 を 中心 に - ｣ 『教育学
研究』 第52巻 第1号 ､ 1985年､ 参照 ｡
3) ｢Civil Engin ee rと し て 正規 の 教 育｣ と は ､
本来は見 習 い 生修業(pupilage).を 意味 して い た
が ､ 当時 は 助手(as si芦tant)と し て の 訓練も 含
ま れ るよ う に な,つ て い た ｡
4) 182 8年の 勅許状 に よ れ ば ｢Civil■Engin ee rの
専門職｣ は , ｢人 間 の 便宜 の た め に 自然界の 偉
大な 力の 源泉を支配す る技芸｣ と定 義され ､ そ
れ を構成 す る部 門 と し て ､ ｢生産手段 ､ 対内及
び対外交易 の た め の 運輸手段 ､ 国内 の 交通や 交
易 の た め の 道路､ 橋梁 ､ 運河 ､ 河川航路､ ド ッ
ク の 建設 ､ 港湾 , 突堤 ､ 防波 堤 ､ 灯台 の 建設 ､
交 易 の た め の 人工 的力 に よ る航行術 ､ 機械 の 建
造 と改造 ､ 都 市や 町 の 排水｣ が挙 げられ て お り ､
決 し て 土木 だ け を 意味す る言葉 で は な か っ た ｡
(Charter oftheInst i tut io n of Civil Engine e rs,
In c o rpor ated 3 Ju ne,1 8 2 8.)
5) By-Laws, As 血 ended 27 April, 1910.
6) 複数 の 種類 の 実地訓練 を受 け て い る 場合 は ､
見習 い 生 >徒弟 > 助手の 層 で ､ 上 位 の 訓練 で 代
表 させ た ｡
7) 1903-04年 当時の 会長Sir W. H. Whiteは ､ 1911
年 の ｢技術者教育訓練問題会議｣ に お い て ､ 試




エ ン ジ ニ ア リ ン グは ､ 長 い 間そ れ が本来あ
､
る べ
き程 に は科学的方法 に よ っ て 基礎付 け られ て い
なか っ た ｡ そ し て 科学的訓練が始 ま っ た時 ､ 今
度はそ の よ うな知識 を過当に 賞揚す~る危険が存
在 した ｣ と し､ 特に試験 向け に 知識 を教 え込 む
受験 指導(c o aching)が実 地訓練に取 っ て代 わり
か ね な い 危 険す ら 存在 し た と 述 べ て い る ｡
(M]
'
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n e e r s, Vol. 186, 1911,p. 409.)
8)1912年の 加盟校 リス ト (115校) (Report of
the40[h Meet)
'
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